



























































山 内 政 樹
（1999年度 B, 2001年度 M, 2004年度 D）
                                  
１０９
を読みなさい」という話をされているのを何度も耳にして，その言葉に従う
ことにした。それからは芝生ではなく，図書館で多くの時間を過ごすことに
なる。大学院の 5年間で，できるだけ多くの文献を読むことに集中し，薄
暗い図書館の地下で多くの時間を過ごすことになった。図書館地下の雑誌が
ある書庫に通っては，Thomas Hardy を論じている論文や『パンチ』など
の 19世紀に出版されていた雑誌の記事をコピーしては読み，またコピーし
ては読みを繰り返し行った。一般企業の事務職員よりコピーをした記憶があ
るし，コピーをしているのか，文献を読んでいるのかさえこんがらがるほ
ど，図書館にこもっていた。
思い返してみると関西学院大学英文科で過ごした多くの時間は，本との対
話であり，自分自身との対話であったように思う。考えの合わない本，何を
言っているのかわからない本，読後に感動を覚える本など，さまざまな言葉
を通して自己形成を行なった貴重な時間であったと思う。Robert Scholes
が「読むという行為は自分自身を読む（知る）という行為である」と書いて
いたが，私にとっても同様であり，またそれ以上かもしれない。本を通して
入ってくる言葉や思想，思考が私の中で蓄積され，消化（昇華）され，新た
な自己を形成していく糧となる。また，本だけではなく，英文科の先生方と
の飲み会も貴重な自己形成の機会であった。飲みの席ではあるが，そこでの
先生や仲間との何気ない会話に感動したり，危機感を抱いたり，反省したり
と，多くの言葉を聞かせていただいた。酒を浴びるほど飲む，という言葉が
あるが，酒の弱い私にとっては，言葉を浴びるほど聞く，という表現が関西
学院での飲み会ではふさわしかったように思う。現在は，千葉工業大学で研
究・教育に励んでいるが，学生時代に感じることのなかった働くことの大変
さや研究のむずかしさ，奥深さを痛感している。今度は関西学院で学んだ多
くの言葉を，今の学生に少しでも伝えられればと考える次第である。
最後に，関西学院大学英米文学英語学専修（旧英文学科）創設 80周年，
誠におめでとうございます。今後とも更なる発展・躍進をお祈り申し上げま
す。
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